
２０１７年２月２３日
内閣府 革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）

プログラムマネージャー 山川義徳

脳情報の可視化と制御による
活力溢れる生活の実現
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ImPACT全体構想

世界に先駆けた脳情報産業の創造

世界で進む医療分野を中心とした脳科学研究

日本の脳情報研究と
ロボット研究は世界トップ

0
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デコーディング ロボティクス

手つかずの社会問題
の多くが脳と心に帰属

認知機能の低下

難しいコトづくり

情報の洪水

高齢化

サービス経済

情報社会

ニューロフィードバック

脳をシミュレートし、創薬へ。
2012年～10年約1500億円。

脳神経回路の根本研究。
2013年～10年約3000億円。

EUの取組 米国の取組

脳情報の民生分野での
モデルケース公開

脳情報サービスを育てる
イノベーションエコシステムの構築

脳と心の社会問題（橙）を、脳情報研究やロボット研究（青）により解決する。この為、欧米で進む医療
（緑）とは異なる民生分野での取り組み（黄）によって、世界に先駆けた脳情報産業の創造を目指す。
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脳・精神疾患による社会的・経済的損失は
国内約１千万人、約２１兆円、世界約５億人、約４３０兆円

【世界】 脳卒中 うつ病 認知症

有病者数 約1.4億人 約3.5億人 約3,500万人

社会コスト 約210兆円 約160兆円 約60兆円

【日本】 脳卒中 うつ病 認知症

有病者数 約280万人 約290万人 約440万人

社会コスト 約4.2兆円 約3兆円 約14兆円

*Brain Machine Interface（ブレイン・マシン・インターフェース） **Artificial Intelligence（人工知能）

世界の研究開発トレンドを踏まえた脳と心を支える第三の道
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脳と心の社会的課題の解決に向けて、世界で進む脳・精神疾患の治療研究や脳の機能代償としての
スマート化開発とは異なる、個々の脳の健康維持増進を目標にBMIやAIを用いた第三の道を進める。

【グローバルトレンド①】
脳疾患の治療が目的である

全脳シミュレーター研究やBMI*研究

【グローバルトレンド②】
失われた脳機能の代償が目的の
IoTやAI**によるスマート化開発

脳の健康を目的とした脳情報の可視化と制御
のモデルケースとエコシステムの研究開発

活力溢れる生活（いつまでも働ける脳、高い生産性、豊かな心）
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3つの研究開発領域と社会環境整備

脳情報産業創出に向けて、３つのモデルケースとなる研究開発（携帯型BMI、脳ロボティクス、ブレインロ
イド）と、それを支えるプラットフォームの研究開発（国際標準脳指標）を通じたエコシステム構築を進める。

脳
科
学
に
よ
る
価
値
の
深
堀
り
（競
争
優
位
の
獲
得
）

誰もが脳情報を安心して使える
『国際標準脳指標』

いつでも
自分の脳情報が使える
『携帯型BMI』

脳を思い通りに
セルフコントロールする
『脳ロボティクス』

自分を助けて
働いてくれる
『ブレインロイド』

非医療分野での脳情報利用の拡大（新市場・新産業の形成）

世界に
先駆けた

脳情報産業
の創造

京大神谷

阪大石黒

ATR川人

PM直轄



オープンな脳情報プラットフォーム（ＰＭ直轄）

脳情報を用いた革新的モデルケース

携帯型BMI
（ATR川人*）

＊領域の
統括技術責任者

脳情報マネジメント

脳ビッグデータ
（京大神谷*）

脳サーチエンジン
京大・ATR神谷、

東大原田

個人特性予測
ATR山下、理研北城
大分大末谷、京大水原

脳状態推定と誘導
ATR今水、田中、島津井上、

ATR須山、岐阜大松下

ブレインロボット
ヘルスケア

ATR森本、中京大荒牧

アンドロイド
フィードバック

ATR西尾
阪大平田、NICT鈴木

対話健康支援
ロボティクス

ATR住岡、阪大中江、
東大開、ＮＩＣＴ苧阪

＊ｲﾝﾌﾗグループ責任者

脳情報クラウド
理研渡辺、水野、東大岡ノ谷
京大阿部、村井、NICT柏岡
筑波根本,順天青木,東工小池

脳ドッククラウド
島根大小林、山口
岩手医大佐々木、

さっぽろ端

フィールド構築
慶応後藤、

京大福山、高知工大朴
慶応伊香賀、内田神経内田

ユースケース
京大原、辻本、筑波根本
東大岡ノ谷、生理研柿木

九大寺本

汎用型脳計測
（ＰＭ直轄）

ニューロテイラーメイド
生理研乾、東海光学鈴木、

ミユキ技研竹内、
日本医大小野

脳波めがね
東大生田

ＮＣＬ服部、理研入來

ステージゲート後のステージ２の研究開発体制

脳ロボティクス
（阪大石黒*）

一般社団法人
ブレインインパクト

ウェル
ネス

エンパワ
メント

＊グループ
責任者

サイエンティフィックアドバイザー
理研甘利
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モデルケース領域は、１２領域２２グループからステージゲートにより８領域８グループに選抜し、ステージ２
を推進中。一方、下支えをするプラットフォーム領域は、メンバーを拡充して直轄の４グループを配置。
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ポストImPACTを想定した組織発展イメージ

プラットフォーム領域では、非営利の社団法人の創設を通じたエコシステムの構築を推進。今後、モデル
ケース領域やプラットフォーム領域でのニューロベンチャーや新規事業・新商品の創出に向け活動を加速。

２０１６年３月 ２０１７年９月 ２０１９年３月

ステージⅠ ステージⅡ ステージⅢ ポストImPACT

ImPACT

異業種
コンソーシアム

プラットフォーム研究開発

事業化
支援

プラットフォーム研究開発

モデルケース
研究開発

研究開発型
ニューロベンチャー

非営利社団法人
ブレインインパクト

研究開発型
ニューロベンチャー

モデルケース
研究開発

事業化
支援

市場開拓型
ニューロベンチャー
新規事業・新商品

プラットフォーム研究開発 プラットフォーム研究開発

BHQサービス化 BHQの高度化 持続的な自主運営

モデルケース
研究開発

モデルケース
研究開発

市場開拓型
ニューロベンチャー
新規事業・新商品
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GM-BHQ（大脳皮質の量）
・神経樹状突起の拡張
・脳内微小血管の形成
⇒情報処理の可塑性

FA-BHQ（神経線維の質）
・神経髄鞘（ミエリン）化
・神経線維の組織化
⇒情報処理の効率化

エコシステム構築に向けた脳の健康指標（Brain Healthcare Quotients）

神経生理学的な基盤を考慮した上で、広く一般にも利用可能な脳の健康指標のβ版を策定。さらに、
大規模脳情報集積を通じて、BHQの加齢変化を可視化。その他の脳機能についても研究を推進中。

（年齢） （年齢）

（2016年；ｎ=144⇒2017年；ｎ＝350名）
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公募型BHQチャレンジの実施概要

【アイデア募集】
脳の健康につながる
製品・サービスの募集

【アワード】
公開シンポジウムにて

脳の健康に効果があった
製品・サービスを表彰

【実証活動】
入選アイデアから『実運用の実現性』を
踏まえ一部（5件）を１か月の実証試験

【書面審査】
『コンセプトの斬新さ』
『脳科学的可能性』
の観点から入選を決定

解
析
・
評
価

アイデア毎
に３０名の
ＭＲＩ
脳計測

例）機能性食品

例）運動

例）健康機器

アイデア毎
に３０名の
ＭＲＩ
脳計測

【１ヶ月程度。各提案機関が実施】

BHQチャレンジでは、市場に存在している民間企業の製品やサービスの中から、脳の健康に資する可能
性があるものをオープンに募集し、ＧＭとＦＡのＢＨＱ解析を通じて価値の再定義をする取り組みを実施。

非医療分野における
脳の健康に資すると考える
製品やサービス

例）
ダイエットのための運動が
認知機能を高める？
疲労回復のための睡眠が
社会性を高める？

・・・

・・・

【MRI計測および脳情報解析】

FA-BHQGM-BHQ

MRI
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公募型BHQチャレンジ（2015年）の実証トライアル結果

ﾊﾟﾌﾟﾘｶｷｻﾝﾄﾌｨﾙ（江崎グリコ）

毎日
ドリンク１回

GM-BHQ
：47%（+0.5）
(30人中14人)

FA-BHQ
：40%（+0.4）
(30人中14人)

ビール苦味成分（キリン）

毎日
コップ１杯分

GM-BHQ
：60%（+1.0）
(25人中15人)

FA-BHQ
：44%（+0.5）
(25人中11人)

オフィスストレッチ（コクヨ）

毎日
運動５分

GM-BHQ
：37%（+0.9）
(30人中11人)

FA-BHQ
：70%（+1.6）
(30人中21人)

臨床美術（凸版印刷）

毎週
ワーク１時間

GM-BHQ
：59%（+1.0）
(29人中17人)

FA-BHQ
：55%（+1.0）
(29人中16人)

カラーレンズ（東海光学）

毎日
装着３時間

GM-BHQ
：52%（+1.5）
(29人中15人)

FA-BHQ
：62%（+0.8）
(29人中18人)

【参考】第１回ＢＨＱチャレンジの結果（2015年度）

介入前後で指標が増加した
実験参加者の割合とポイント

介入前後の指数の変化について
t検定有意確率<0.05（両側）

（実験協力者のリクルート費用や商材調達費は企業様のリソース提供。加えて、脳情報は研究用途に開放）

第一回BHQチャレンジでは、オフィスストレッチ（コクヨ）が有意にFA-BHQを向上させた。



10

共同研究型ＢＨＱチャレンジ（2016年度）の実施概要

明治様との共同研究
実験協力者の割付を支援

アロマ協会様との共同研究
長期介入を支援

ゼラニウム精油（日本アロマ環境協会）

毎日２回芳香１０分

GM-BHQ
：54%（+0.8）

(28人中15人)

FA-BHQ
：36%（+1.6）

(28人中10人)

ｶｶｵ分70%以上ﾁｮｺﾚｰﾄ（明治）

毎日チョコ５枚

FA-BHQ
：47%（+1.3）

(30人中14人)

GM-BHQ
：60%（+2.3）

(30人中18人)

（MRI撮像費・解析費の一部は企業様が負担し、協賛金として脳科学の研究開発へ再投資）

・報道発表（１月１８日）
メディア１６１名、関係者３７名参加
（日本テレビ、テレビ朝日、NHK、読売新聞、毎日新聞、
産経新聞はじめ、スポーツ紙、週刊誌などに掲載頂く。
一部、時期尚早とのコメントもあったがオープンサイエンス
の取り組みの一環であることを、それぞれに説明中。）

・明治様とImPACTによる
新たな脳科学研究の
開始についても広告
（日経新聞、朝日新聞
他６紙。）

・メディアセミナーを名古屋
でも開催予定
（３月２２日）

現在、データ分析
及び論文投稿
をサポート

民間企業との共同研究型のBHQチャレンジついては２件実施済み。
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公募型BHQチャレンジ（2016年）の実証トライアル結果

抹茶
（伊藤園）

いつでも
飲みやすいボトル

GM-BHQ
：37%（+1.7）
(27人中10人)

FA-BHQ
：44%（+2.0）
(27人中12人)

手書き習慣
（コクヨ）

新聞を複写

GM-BHQ
：50%（+1.5）
(30人中15人)

FA-BHQ
：30%（+0.8）
(30人中9人)

ｺﾗｰｹﾞﾝﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ
（新田ゼラチン）

毎日摂取

GM-BHQ
：35%（+1.1）
(29人中10人)

FA-BHQ
：69%（+1.7）
(29人中20人)

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾏｯｻｰｼﾞ
（日本アロマ環境協会）

簡単な
ハンドマッサージを
夫婦間で実施

GM-BHQ
：43%（+1.2）
(30人中13人)

ユーグレナ
（ユーグレナ）

毎日摂取

GM-BHQ
：50%（+0.8）
(30人中15人)

FA-BHQ
：27%（+0.8）
(30人中8人)

FA-BHQ
：73%（+0.8）
(30人中22人)

介入前後で指標が増加した
実験参加者の割合とポイント

介入前後の指数の変化について
t検定有意確率<0.05（両側）

第２回ＢＨＱチャレンジの結果（2016年度）

第二回BHQチャレンジでは、コラーゲンペプチドとラベンダーハンドマッサージで有意な結果が得られた。

（実験協力者のリクルート費用や商材調達費は企業様のリソース提供。加えて、脳情報は研究用途に開放）

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCPKArIqX4cYCFWJgpgodQ6MJWg&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%85%A2%E9%85%B8%E3%83%AA%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%83%AB&ei=rHCoVfL6OeLAmQXDxqbQBQ&bvm=bv.98197061,d.dGY&psig=AFQjCNGeX6_p6q2AkLBGA4zsrpCU7wcbaA&ust=1437188649629655


BHQランキング（2015年～2016年）

BHQについて、介入前後で指標が増加した参加者の割合及びその効果量を元にランキング。
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注）ランキングについては、単純集計に過ぎず統計的な検定結果ではないことを注意してください。

介入前後で指標が増加した
実験参加者の割合

t検定有意確率（両側）
<0.05

介入前後で指標が増加した
実験参加者における効果量

オフィスストレッチ
（コクヨ）

臨床美術
（凸版印刷）

３
59%

３
1.6

ｺﾗｰｹﾞﾝﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ
（新田ゼラチン）

ビール苦味成分
（キリン）

２
60%

２
1.7

抹茶
（伊藤園）

ｶｶｵ分70%以上
ﾁｮｺﾚｰﾄ（明治）

60%
１ １

2.0

ｺﾗｰｹﾞﾝﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ
（新田ゼラチン）

69%
３

オフィスストレッチ
（コクヨ）

２
70%

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ
ﾊﾝﾄﾞﾏｯｻｰｼﾞ

（日本アロマ環境協会）

１
73%

手書き習慣
（コクヨ）

抹茶
（伊藤園）

２

１

1.5
３

1.7

ｶｶｵ分70%以上
ﾁｮｺﾚｰﾄ（明治）

2.3
１

効果のあった人たちの
比率のランキング

効果のあった人たちの
効果量のランキング

FA-BHQGM-BHQ

効果のあった人たちの
比率のランキング

効果のあった人たちの
効果量のランキング



市民科学「BHQスクール」の設置
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企業だけでなく、個人もBHQを用いた研究ができるBHQスクールを創設し、シチズンサイエンスを推進。

飲料

運動

趣味

環境

脳の健康指数（BHQ）を通じた
専門家の科学と市民の科学の交流

BHQスクール参加者による
脳に良いライフスタイル

の科学的発掘

BHQ
スクール
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国際機関（ITU-T*）でのBHQの標準化活動

*ITU-T： International Telecommunication Union Telecommunication Standardization Sector

H.MBI-PF

アクセス 交換 閲覧・編集

ImPACT ＸＸＸ
・・・

H.MBI-BHQ（KPIs for BHQ）

GM-BHQ XX-BHQ XX-BHQ ・・・

HSTP.MBI-Usecase

ＢＨＱチャレンジ

介入推薦 ・・・

FA-BHQ

MRI 質問紙 ・・ MRI ・・

ImPACTでの取り組み

脳年齢推定

・・・

質問紙

MBI-PF：Multimedia Brain Information Platform

ＢＨＱ規格の共有

BHQや脳情報の
マネジメント手法の

共有

グローバルな
脳情報の共有

指標

ユース
ケース

データ
ベース

ＢＨＱスクール

データベースの標準化に続き、ユースケースや指標についての標準化も推進。
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アカデミック
ユース BHQ

（脳情報PF）

ビジネス
ユース

無償

解析支援

アルゴリズム

ライセンス料

協賛金
人的リソース

脳情報DB
アカデミック
ユース

ビジネス
ユース

【国
内
の
取
り
組
み
】

【海
外
】

BHQを通じたビジネスモデル構想（案）

例）アジアの病院、ベンチャー等 例）欧州の食品、香料メーカ等例）欧州のMBAスクール等

現在のBHQを起点とした国内のビジネスユースを拡大するだけでなく、海外にも展開する。一方、アカデ
ミックユースに脳情報PFを開放することで、脳科学研究の持続的な発展をデータ面、資金面で実現。
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オープンな脳情報プラットフォーム（ＰＭ直轄）

脳情報マネジメント

脳情報クラウド
理研渡辺、水野、東大岡ノ谷
京大阿部、村井、NICT柏岡
筑波根本,順天青木,東工小池

脳ドッククラウド
島根大小林、山口
岩手医大佐々木、

さっぽろ端

フィールド構築
慶応後藤、

京大福山、高知工大朴
慶応伊香賀、内田神経内田

ユースケース
京大原、辻本、筑波根本
東大岡ノ谷、生理研柿木

九大寺本

オープンな脳情報プラットフォーム（ＰＭ直轄）

脳情報マネジメント

脳情報クラウド
理研渡辺、水野、東大岡ノ谷、京大阿部、村井、NICT柏岡、東工小池、筑波根本、順天青木、
慶応後藤、伊香賀、京大福山、高知工朴、慶応伊香賀、内田神経内田、九大寺本、生理柿木、

東工大小池（追加）、慶応村井、川森（標準化）、京大桑島（産学連携）

脳ドッククラウド
島根大小林、山口

岩手医大佐々木、さっぽろ端、
他脳ドック３７拠点

脳情報プラットフォームの体制強化

プラットフォームの研究開発加速に向けて、脳情報クラウドの合理化・充足を通じて体制強化を進める。

３グループを統合
３拠点をクローズ、１拠点を拡張、２拠点を新規
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BHQを市場との接面としたモデルケース研究開発の社会実装

脳情報PFを用いたBHQを起点としたビジネスモデルを、携帯型BMIや脳ロボ、ブレインロイドにも展開。

BHQ
～可視化技術の開発～ ～制御技術の探索と開発～

GM-BHQ

FA-BHQ

ｘｘ-BHQ

ｘｘ-BHQ

機能的ＭＲＩ：作業記憶
（川人統括）

携帯型ＢＭＩ：作業記憶
（川人統括） ｘｘ-mBHQ

ｘｘ-mBHQ

・・・

・・・

公募型ＢＨＱチャレンジ

共同研究型ＢＨＱチャレンジ

ＢＨＱスクール

脳ロボット
（石黒統括）

食事などBHQ
エミュレーター

ブレインロイド
（神谷統括）

構造MRI（VBM*）

拡散MRI（DTI**）

携帯型BMIによる
ニューロフィードバック

（川人統括）

MRIによる
ニューロフィードバック

（川人統括）

NIRS

EEG

ｘｘ-nBHQ

ｘｘ-eBHQ

生活習慣など

*VBM; Voxel based morphometry **DTI; Diffusion Tensor Imaging
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A；３０人×２

A；９０人×２、B；５０人×２、C;６０人

Ａ；６０人×２、Ｂ；５０人×２

東工大：１６０

東大：２２０

京大：２９０

理研：６０

A；３０人×２、Ｂ；５０人×２

A；３０人×２

A；９０人×２、B；５０人×２、C;６０人

Ａ；６０人×２ 、Ｂ；５０人×２

東工大：９２０

東大：２２０

京大：２９０

理研：６０

A；６０人×２ 、Ｂ；５０人×４ 、
D；１５０人×４、

Ａパターン；ＢＨＱチャレンジ用、Ｂパターン；ＢＨＱスクール用、Ｃパターン；研究開発用、Ｄパターン；介入効果用

現在のＭＲＩ撮像合計：７３０ 増額後のＭＲＩ撮像合計：１４９０

１．国際競争力の維持；７百人から１５百人（欧米は年６百人から年２千人に拡大）
２．研究開発の加速；BHQチャレンジの年２回開催とＢＨＱ介入効果のセグメント分析
３．新たな研究開発；MRIデコーディングの社会実装とMRIフィードバックの事業化検証

研究費総額の増額を通じた取り組み強化

増額予算を通じて、国際競争力を維持しつつ、研究開発活動の加速及び社会実装拡大を図る。
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Yamashita M, Kawato M, and Imamizu H.
Scientific Report,  5:7622. 2015

MRIを用いたデコーディングとフィードバック

Koizumi A, Amano K, Cortese A, Shibata K, 
Yoshida W, Seymour B, Kawato M, Lau H 
Nature Human Behavior, Vol.1, 0006, 2016

【制御】
ニューロフィードバックを用いた
視覚的恐怖記憶の消去技術の開発

【可視化】
安静時MRIのデコーディングによる
認知機能の推定アルゴリズムの開発

すでに学術研究成果として脳情報の可視化と制御のPOCを済ませたものがあるので、社会展開を推進。



20

B3C*会員の民間企業

異業種コンソーシアムB3Cには民間企業２０社にご参加頂き、Ｂ３Ｃ会議を年間４回実施。

（*B3C; Brain business bridging consortium ）
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